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株式会社小田急ＳＣディベロップメント（本社：東京都新宿区 代表取締役：細谷 和一郎 以下、当社）は、地域

共生ステートメント「エキチカは、マチチカ、ヒトチカへ。」のもと、2024年9月17日(火)～10月28日(月)に小田急沿線9商業施

設で「マチチカ、ヒトチカ プロジェクト第3弾『Re:born』」として不要品回収やチャリティイベントを実施し、今般、絵本やおもち

ゃなどを小田急沿線7自治体に寄贈いたしましたので、お知らせします。 

 

本プロジェクトでは、お客さまの不要品を各施設に設置した回収箱で20,487点を回収しました。回収物は、ブックオフコー

ポレーション株式会社、学生服リユースshopさくらや、株式会社REGATEが査定。その査定額を「子育て応援」や「地域課

題の解決」をテーマとして各自治体からご要望をいただいたギフトに変換し、小田急沿線7自治体へ計537点を寄贈しまし

た。また、7つの商業施設でチャリティイベントも開催し、その参加料全額もギフトに充当しました。 

今回は、株式会社小田急ビルサービスが不要品回収サポートと備蓄防災食の無料配布を行い、株式会社カクヤスが経

堂コルティ・成城コルティの2施設で廃食用油の出張回収とリターナブルびん入り飲料の販売を実施するなど、新たなパートナ

ー企業も参画し、本プロジェクトを推進いたしました。 

 

なお、次回の『Re:born』不要品回収は、2025年10月～11月頃を予定しております 。当社は今後も、地域に根差した

商業施設として、お客さま、行政、企業など多様なステークホルダーと連携し、地域社会へ貢献してまいります。 

 

 

■ 本プロジェクトの成果と振り返り  

・不要品回収期間：2024年9月17日(火)～10月28日(月) 

・不要品回収点数：20,487点 

・チャリティイベント参加者：638名 

・寄贈金額合計：552,135円 

・寄贈物品数：合計537点 

小田急沿線9商業施設「マチチカ、ヒトチカ プロジェクト」第3弾『Re
リ

:born
ボ ー ン

』 実施報告 

お客さまから回収した不要品20,487点などが 地域の子どもたちへのギフト537点に変換
リ ボ ー ン

！ 

 

絵本やおもちゃなどを小田急沿線7自治体に寄贈いたしましたので、お知らせします。 

NEWS RELEASE 



・協力パートナー： 

(1) ブックオフコーポレーション株式会社、学生服リユースshopさくらや、株式会社REGATE 

（不要品査定、チャリティイベント）  

(2) 株式会社カクヤス（廃食用油回収、リターナブルびん入り飲料販売 ※経堂コルティ・成城コルティのみ）  

(3) 株式会社小田急ビルサービス（不要品回収作業サポート、備蓄防災食の無料配布） 

 

■ 寄贈について 

1． 新宿ミロード・新宿西口ハルクから新宿区へ 

寄贈物品：絵本4冊 

寄贈先 ：新宿区立角筈図書館 

寄贈日 ：2025年2月18日(火) 

寄贈に対してのコメント： 

新宿区立角筈図書館長 久保田さま 

「前回に引き続き、素敵な取り組みの寄贈先として選定いただき 

ありがとうございます。前回寄贈いただいた図書も子どもたちに大人気です。 

新宿ミロード閉館後も同じ新宿区に構えるもの同士で、変わらず今後とも連携を 

図っていきたいです。」 

 

2．経堂コルティ・成城コルティから世田谷区へ 

寄贈物品：ドッジボール26個と絵本98冊 

寄贈先 ：世田谷区の児童館・図書館 

寄贈日 ：2025年4月23日(水) 

寄贈に対してのコメント： 

世田谷区 子ども・若者部児童課長 渡邊さま 

世田谷区 教育政策・生涯学習部 中央図書館長 野上さま 

「いただいたドッジボールは児童館で、地域や学校・学年を超えた子どもたち同士の交流に、 

絵本は全ての図書館に配架し、多くの子どもたちが手に取れるよう大切に活用させていただきます。 

本施策以外にも日頃より地域のお客さまと交流を図るイベントなどを開催されていると思いますので、 

今後も地域連携の取り組みに期待しています。」 

 

3．新百合ヶ丘エルミロードから川崎市麻生区へ 

寄贈物品：おもちゃ・絵本14点  

寄贈先 ：麻生区 地域子育て支援センター「みなみゆりがおか」 

寄贈日 ：2025年3月3日(月) 

寄贈に対してのコメント： 

麻生区長 山本さま（当時） 

「前回寄贈いただいたおもちゃ・絵本は区役所内に置き、今でもたくさんの子どもたちが手

に取っており大変人気です。今回も素敵なギフトを寄贈いただきありがとうございます。 

早速、子育て支援センターにて親御さんがお子さんに絵本の読み聞かせをしたり 

子どもが自らおもちゃで遊んでいたり、実際に地域の子どもたちが楽しむ様子が見受けられ

ました。」 

 

 

 

 

 

 



4．相模大野ステーションスクエアから相模原市へ 

寄贈物品：絵本63冊  

寄贈先 ：相模原市南区内の児童館など  

寄贈日 ：2025年3月11日(火) 

寄贈に対してのコメント： 

相模原市南区長 加藤さま 

「今回も子どもたちへの素敵なギフトをいただき、ありがとうございます。 

ご家庭の不要品を、未来を担う子どもたちへのギフトに変換するという、 

大変素晴らしい企画ですので、ぜひこれからも継続していただき、相模原市南区とも 

引き続き連携していただけると嬉しく思います。」 

 

5．ビナウォークから海老名市へ 

寄贈物品：エッグクッションマット2セット 

寄贈先 ：海老名市子育て支援センター 

寄贈日 ：2025年2月13日(木) 

寄贈に対してのコメント： 

海老名市長 内野さま 

「今回も子育て支援センターへお子さま用の遊具寄贈をありがとうございます。 

実際に子どもたちが多くの機会で使用する遊具のため非常に嬉しく、 

日々の支援センター運営にて活用させていただきます。 

これからも海老名市を盛り上げるため市民や企業と一丸となり、まちづくりを進めていけるよう、 

引き続き地域共生の取り組みをさせていただけると嬉しいです。」 

 

6．本厚木ミロードから厚木市へ 

寄贈物品：お子さま用歯磨き粉308点  

寄贈先 ：厚木市子ども育成課 

寄贈日 ：2025年3月11日(火) 

寄贈に対してのコメント： 

厚木市長 山口さま 

「地域の方や出店者さまを巻き込んだ素晴らしい企画であり、今回も寄贈いただき 

ありがとうございます。頂戴した歯磨き粉は歯科健診の際に配布して、 

厚木の子どもたちの歯の健康を守るために活用させていただきます。」 

 

7．ODAKYU 湘南 GATEから藤沢市へ 

寄贈物品：絵本22冊  

寄贈先 ：藤沢市総合市民図書館 

寄贈日 ：2025年4月28日(月) 

寄贈に対してのコメント： 

藤沢市生涯学習部長 井出さま 

「子どもたちに人気の本を中心に寄贈いただきありがとうございます。 

前回寄贈いただいた絵本も大人気で、常に貸出中の状態です。 

ODAKYU湘南GATE内の藤沢市南市民図書館をはじめ、総合市民図書館でも引き続き 

地域連携の取り組みをさせていただければ幸いです。」 

 

 



■ 本プロジェクト開催の背景 

小田急グループは経営ビジョンとして、地域とともに成長する「地域価値創造型企業」を

目指しています。このビジョン実現のため、当社は、地域共生ステートメント「エキチカは、マチ

チカ、ヒトチカへ。」を制定し、地域社会に貢献すべく、地域の様々なステークホルダーと共創

し新たな取り組みに挑戦しています。 

本プロジェクトは、地域共生ステートメントを体現し地域の未来に貢献する取り組みの第3

弾として実施されました。当社各商業施設が立地する7自治体の「子育て応援」や「地域課題の解決」に貢献するため、お

客さまのご家庭の不要品を回収し、ギフトに変換する活動を展開しています。 

プロジェクト概要：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000186.000063373.html 

 

 

■ 参考 

【参考1】 株式会社小田急ＳＣディベロップメントについて 

小田急グループにおける商業施設の運営・開発事業を一貫して担う 

会社として、2020年4月1日に設立されました。 

U R L：https://www.odakyu-scd.co.jp/ 

 

 

【参考2】 株式会社小田急ＳＣディベロップメントの「地域共生ステートメント」について 

当社では、より地域社会の発展に貢献していくことを目的に、2022年12月に地域共生 

ステートメント「エキチカは、マチチカ、ヒトチカへ。」を制定いたしました。 

今後も、当社では小田急の商業施設がお客さまと地域をつなげる「接点」となることを  

目指し、様々な取り組みを展開してまいります。 
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